
(57)【要約】

【課題】内視鏡を滅菌状態に維持しつつ内視鏡への紫外

線照射を簡単に行うことができる内視鏡保管容器を提供

する。

【解決手段】滅菌されている内視鏡１２を収容して滅菌

状態を維持する収容部３２を有する内視鏡保管容器３２

。内視鏡１２は外部に露出している外表面を有する光学

部材２０を有し、光学部材２０の外表面の少なくとも一

部分には、紫外線を照射されて親水性を発揮する表面処

理部３０が形成されている。収容部３２は、収容部３２

の外部から内部へと紫外線を通過させる通光部４４を有

する。この通光部４４は、内視鏡１２が収容部３２に収

容された場合に表面処理部３０に対向するように配置さ

れている。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 滅 菌 さ れ て い る 内 視 鏡 を 収 容 し て 滅 菌 状 態 を 維 持 す る 収 容 部 を 具 備 し 、
　 前 記 内 視 鏡 は 、 外 部 に 露 出 し て い る 外 表 面 を 有 す る 光 学 部 材 を 有 し 、
　 前 記 外 表 面 の 少 な く と も 一 部 分 に は 、 紫 外 線 を 照 射 さ れ て 親 水 性 を 発 揮 す る 表 面 処 理 部
が 形 成 さ れ て お り 、
　 前 記 収 容 部 は 、 前 記 収 容 部 の 外 部 か ら 内 部 へ と 紫 外 線 を 通 過 さ せ る 通 光 部 を 有 し 、
　 前 記 通 光 部 は 、 前 記 内 視 鏡 が 前 記 収 容 部 に 収 容 さ れ た 場 合 に 前 記 表 面 処 理 部 に 対 向 す る
よ う に 配 置 さ れ て い る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 保 管 容 器 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 内 視 鏡 を 滅 菌 状 態 で 保 管 す る 内 視 鏡 保 管 容 器 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 内 視 鏡 を 体 腔 内 に 挿 入 し て 体 腔 内 を 観 察 す る こ と が 行 わ れ て い る 。 こ の よ う な 内
視 鏡 は 使 用 前 に 滅 菌 し て お く 必 要 が あ る 。 滅 菌 さ れ た 内 視 鏡 は 、 使 用 直 前 ま で 、 内 視 鏡 を
滅 菌 状 態 の ま ま 保 管 す る こ と が 可 能 な 内 視 鏡 保 管 容 器 に 保 管 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の よ う な 内 視 鏡 保 管 容 器 と し て 、 ピ ー ル パ ッ ク が 市 販 さ れ て い る 。 こ の よ う な ピ ー ル
パ ッ ク の 一 例 を 説 明 す る 。 こ の ピ ー ル パ ッ ク は 、 帯 状 の ビ ニ ー ル 部 と ペ ー パ ー 部 と を 有 す
る 。 こ れ ら ビ ニ ー ル 部 と ペ ー パ ー 部 と は 互 い に ほ ぼ 同 じ 幅 及 び 長 さ を 有 し 、 互 い に 重 ね 合
わ さ れ て お り 、 両 端 部 が 剥 離 不 能 に 貼 り 合 わ さ れ て い る 。 こ こ で 、 ビ ニ ー ル 部 と ペ ー パ ー
部 と が 重 ね 合 わ さ れ て い る 部 分 を ヒ ー ト シ ー ル す る こ と に よ り 、 剥 離 可 能 な シ ー ム を 形 成
す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の ピ ー ル パ ッ ク に よ っ て 内 視 鏡 を 保 管 す る 場 合 に は 、 内 視 鏡 と ピ ー ル パ ッ ク と を 滅 菌
す る 。 そ し て 、 ピ ー ル パ ッ ク の ビ ニ ー ル 部 と ペ ー パ ー 部 と の 間 に 内 視 鏡 を 収 容 す る 。 さ ら
に 、 ピ ー ル パ ッ ク の 両 側 端 部 を ヒ ー ト シ ー ル し て 剥 離 可 能 な シ ー ム を 形 成 し 、 内 視 鏡 を 密
閉 す る 。 こ の 結 果 、 ピ ー ル パ ッ ク に 収 容 さ れ た 内 視 鏡 は 滅 菌 状 態 に 維 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 と こ ろ で 、 内 視 鏡 に は 、 照 明 光 学 系 や 観 察 光 学 系 の 光 学 部 材 が 配 設 さ れ て い る 。 照 明 レ
ン ズ 、 観 察 レ ン ズ 、 あ る い は 、 こ れ ら の カ バ ー ガ ラ ス と い っ た 光 学 部 材 は 、 そ の 一 部 分 が
外 部 に 露 出 す る こ と に な る 。 こ こ で 、 内 視 鏡 が 挿 入 さ れ る 体 腔 内 は 、 体 腔 外 よ り も 温 度 、
湿 度 が 高 く な っ て い る 。 例 え ば 、 腹 腔 内 で は 、 温 度 が 約 ３ ７ ℃ 、 湿 度 が ９ ８ ％ ～ １ ０ ０ ％
と な っ て い る 。 こ の よ う な 環 境 下 に 内 視 鏡 が 挿 入 さ れ た 場 合 に は 、 体 腔 内 外 の 温 度 差 に よ
り 、 露 出 さ れ て い る レ ン ズ 等 の 外 表 面 が 曇 る こ と が あ る 。 こ の 結 果 、 内 視 鏡 に よ る 観 察 が
妨 げ ら れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ の よ う な 曇 り を 防 止 す る 機 能 を 有 す る 内 視 鏡 が 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ て い る 。 特 許 文
献 １ の 内 視 鏡 で は 、 対 物 レ ン ズ の カ バ ー ガ ラ ス を 熱 線 や 熱 流 体 に よ っ て 加 温 し て 、 曇 り を
防 止 又 は 除 去 し て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 昭 ５ ５ － ６ ８ ３ ４ ９ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 露 出 さ れ て い る レ ン ズ 等 の 外 表 面 に 親 水 性 処 理 を 施 し て 表 面 処 理 部 を 形 成 し 、 濡
れ 性 を 増 大 さ せ て 曇 り を 防 止 す る こ と も 可 能 で あ る 。 こ こ で 、 酸 化 チ タ ン 等 の 光 触 媒 を 含
む 薄 膜 を レ ン ズ 等 の 外 表 面 に 被 覆 さ せ る こ と に よ り 表 面 処 理 部 を 形 成 す る こ と が で き る 。
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こ の よ う な 表 面 処 理 部 は 、 紫 外 線 を 照 射 す る こ と に よ り 親 水 性 を 発 揮 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ の よ う な 内 視 鏡 で は 、 表 面 処 理 部 に 親 水 性 を 発 揮 さ せ る た め に 、 使 用 の 都 度 、 表 面 処
理 部 に 紫 外 線 を 照 射 す る 必 要 が あ る 。 こ こ で 、 紫 外 線 照 射 後 に 内 視 鏡 を 滅 菌 す る と 、 表 面
処 理 部 の 親 水 性 が 損 な わ れ て し ま う 。 こ の た め 、 紫 外 線 照 射 は 内 視 鏡 の 滅 菌 の 後 に 行 う 必
要 が あ る 。 も ち ろ ん 、 紫 外 線 照 射 作 業 に お い て 内 視 鏡 が 不 潔 と な っ て し ま っ た ら 滅 菌 し た
意 味 が な い か ら 、 内 視 鏡 が 滅 菌 状 態 を 維 持 す る よ う に 紫 外 線 照 射 を 行 う 必 要 が あ る 。 こ の
た め 、 清 潔 な 操 作 者 が 紫 外 線 照 射 作 業 を 行 わ な け れ ば な ら な い 等 、 紫 外 線 照 射 作 業 が 困 難
か つ 面 倒 な も の と な る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 課 題 に 着 目 し て な さ れ た も の で 、 そ の 目 的 と す る と こ ろ は 、 内 視 鏡 を 滅
菌 状 態 に 維 持 し つ つ 内 視 鏡 へ の 紫 外 線 照 射 を 簡 単 に 行 う こ と が で き る 内 視 鏡 保 管 容 器 を 提
供 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 請 求 項 １ の 発 明 は 、 滅 菌 さ れ て い る 内 視 鏡 を 収 容 し て 滅 菌 状 態 を 維 持 す る 収 容 部 を 具 備
し 、 前 記 内 視 鏡 は 、 外 部 に 露 出 し て い る 外 表 面 を 有 す る 光 学 部 材 を 有 し 、 前 記 外 表 面 の 少
な く と も 一 部 分 に は 、 紫 外 線 を 照 射 さ れ て 親 水 性 を 発 揮 す る 表 面 処 理 部 が 形 成 さ れ て お り
、 前 記 収 容 部 は 、 前 記 収 容 部 の 外 部 か ら 内 部 へ と 紫 外 線 を 通 過 さ せ る 通 光 部 を 有 し 、 前 記
通 光 部 は 、 前 記 内 視 鏡 が 前 記 収 容 部 に 収 容 さ れ た 場 合 に 前 記 表 面 処 理 部 に 対 向 す る よ う に
配 置 さ れ て い る 、 こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 保 管 容 器 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 そ し て 、 本 請 求 項 １ の 発 明 で は 、 滅 菌 さ れ て い る 内 視 鏡 の 滅 菌 状 態 を 収 容 部 に 収 容 し て
維 持 し つ つ 、 内 視 鏡 の 表 面 処 理 部 に 通 光 部 を 介 し て 紫 外 線 を 照 射 し て 、 表 面 処 理 部 に 親 水
性 を 発 揮 さ せ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 内 視 鏡 を 滅 菌 状 態 に 維 持 し つ つ 、 内 視 鏡 へ の 紫 外 線 照 射 を 簡 単 に 行 う
こ と が 可 能 と な っ て い る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 を 図 １ 及 び 図 ２ を 参 照 し て 説 明 す る 。 本 実 施 形 態 で は 、 内
視 鏡 保 管 容 器 に よ っ て 保 管 さ れ る 内 視 鏡 １ ２ と し て 、 光 学 式 の 硬 性 鏡 が 用 い ら れ て い る 。
こ の 内 視 鏡 １ ２ は 、 体 腔 内 に 挿 入 さ れ る 棒 状 の 挿 入 部 １ ４ を 有 す る 。 こ の 挿 入 部 １ ４ の 基
端 部 に は 操 作 者 に 把 持 さ れ る 把 持 部 １ ６ が 連 設 さ れ て い る 。 こ の 把 持 部 １ ６ の 基 端 部 に は
、 観 察 画 像 を 観 察 す る た め の 接 眼 レ ン ズ を 有 す る 接 眼 部 １ ８ が 配 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 １ （ Ｂ ） に 示 さ れ る よ う に 、 挿 入 部 １ ４ の 先 端 部 に は 対 物 レ ン ズ ２ ０ 群 が 配 設 さ れ て
い る 。 こ れ ら 対 物 レ ン ズ ２ ０ 群 は 、 レ ン ズ 枠 ２ ２ の 内 腔 の 先 端 側 に 組 み 付 け ら れ て い る 。
こ の レ ン ズ 枠 ２ ２ は 、 挿 入 部 １ ４ の 先 端 部 を 構 成 す る 先 端 構 成 部 材 ２ ４ に 形 成 さ れ て い る
観 察 用 貫 通 孔 ２ ６ に 固 定 さ れ て い る 。 一 方 、 レ ン ズ 枠 ２ ２ の 後 端 側 に は 、 イ メ ー ジ ガ イ ド
フ ァ イ バ ２ ８ の 先 端 部 が 嵌 入 さ れ 、 固 定 さ れ て い る 。 こ の イ メ ー ジ ガ イ ド フ ァ イ バ ２ ８ は
、 挿 入 部 １ ４ を 挿 通 さ れ て 接 眼 部 １ ８ （ 図 １ （ Ａ ） 参 照 ） に 接 続 さ れ て い る 。 即 ち 、 対 物
レ ン ズ ２ ０ に よ っ て 結 像 さ れ た 観 察 像 は 、 イ メ ー ジ ガ イ ド フ ァ イ バ ２ ８ に よ っ て 導 光 さ れ
て 接 眼 部 １ ８ （ 図 １ （ Ａ ） 参 照 ） に お い て 観 察 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 実 施 形 態 で は 、 最 先 端 の 対 物 レ ン ズ ２ ０ の 先 端 側 端 面 は 外 部 に 露 出 し て い る 。 こ の 先
端 側 端 面 に は 、 紫 外 線 を 照 射 さ れ て 親 水 性 を 発 揮 す る 表 面 処 理 部 ３ ０ が 配 設 さ れ て い る 。
こ の 表 面 処 理 部 ３ ０ は 光 触 媒 を 含 む 薄 膜 に よ っ て 形 成 さ れ て い る 。 こ の 光 触 媒 と し て は 、
例 え ば 、 酸 化 チ タ ン 、 酸 化 亜 鉛 、 酸 化 ニ オ ブ 、 酸 化 タ ン グ ス テ ン 、 酸 化 ジ ル コ ニ ウ ム が 用
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い ら れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 再 び 図 １ （ Ａ ） を 参 照 し 、 本 実 施 形 態 の 内 視 鏡 保 管 容 器 は 、 内 視 鏡 １ ２ を 内 部 空 間 に 収
容 し 保 持 す る 内 視 鏡 ホ ル ダ ３ ２ で あ る 。 こ の 内 視 鏡 ホ ル ダ ３ ２ は ほ ぼ 細 長 い 直 方 体 で あ り
、 升 状 の 本 体 部 ３ ６ と 、 こ の 本 体 部 ３ ６ に 載 置 さ れ る 板 状 の 蓋 体 部 ３ ４ と を 有 す る 。 本 体
部 ３ ６ の 内 部 に は 、 内 視 鏡 ホ ル ダ ３ ２ の 幅 方 向 に 延 び て い る 複 数 の 隔 壁 部 ３ ８ が 長 手 方 向
に 離 間 し て 複 数 配 設 さ れ て い る 。 こ れ ら 隔 壁 部 ３ ８ の 上 面 側 に は 、 内 視 鏡 ホ ル ダ ３ ２ の 高
さ 方 向 に 延 び て い る 切 欠 部 ４ ０ が 形 成 さ れ て い る 。 内 視 鏡 １ ２ の 長 手 方 向 が 内 視 鏡 ホ ル ダ
３ ２ の 長 手 方 向 に ほ ぼ 一 致 す る よ う に 、 内 視 鏡 １ ２ の 挿 入 部 １ ４ を 切 欠 部 ４ ０ に 嵌 入 す る
こ と に よ り 、 内 視 鏡 ホ ル ダ ３ ２ に よ っ て 内 視 鏡 １ ２ が 保 持 さ れ る よ う に な っ て い る 。 な お
、 隔 壁 部 ３ ８ に よ っ て 保 持 さ れ た 内 視 鏡 １ ２ は 、 本 体 部 ３ ６ の 外 壁 及 び 蓋 体 部 ３ ４ に は 接
触 し な い よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 、 内 視 鏡 ホ ル ダ ３ ２ は 滅 菌 可 能 で あ り 、 内 視 鏡 ホ ル ダ ３ ２ に は 外 部 と 内 部 空 間 と を
連 通 す る 小 径 の 連 通 孔 ４ ２ が 形 成 さ れ て い る 。 こ の 連 通 孔 ４ ２ は 、 滅 菌 に 使 用 す る 滅 菌 媒
体 を 外 部 か ら 内 部 空 間 へ と 供 給 す る た め の も の で あ る 。 滅 菌 媒 体 と し て は 、 例 え ば 、 オ ー
ト ク レ ー ブ 滅 菌 で は 高 圧 蒸 気 、 ガ ス 滅 菌 で は 高 圧 ガ ス が 用 い ら れ る 。 本 実 施 形 態 で は 、 本
体 部 ３ ６ の 両 側 壁 に 、 内 視 鏡 ホ ル ダ ３ ２ の 高 さ 方 向 に 並 設 さ れ て い る 連 通 孔 ４ ２ が 長 手 方
向 に 離 間 し て 複 数 組 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 蓋 体 部 ３ ４ に 、 内 視 鏡 ホ ル ダ ３ ２ の 幅 方 向 に
並 設 さ れ て い る 連 通 孔 ４ ２ が 長 手 方 向 に 離 間 し て 複 数 組 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 そ し て 、 内 視 鏡 ホ ル ダ ３ ２ の 一 端 壁 に は 、 内 視 鏡 ホ ル ダ ３ ２ の 外 部 か ら 内 部 空 間 へ と 紫
外 線 を 通 過 さ せ る 通 光 部 と し て の 透 過 部 ４ ４ が 配 設 さ れ て い る 。 こ の 透 過 部 ４ ４ は 紫 外 線
を 透 過 さ せ る 透 光 性 材 料 で 形 成 さ れ て お り 、 こ の 透 光 性 材 料 と し て 、 例 え ば 、 ガ ラ ス 、 樹
脂 が 用 い ら れ る 。 ま た 、 透 過 部 ４ ４ は 、 内 視 鏡 ホ ル ダ ３ ２ に よ っ て 内 視 鏡 １ ２ が 収 容 さ れ
保 持 さ れ た 場 合 に 内 視 鏡 １ ２ の 表 面 処 理 部 ３ ０ に 対 向 す る よ う に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 次 に 、 本 実 施 形 態 の 内 視 鏡 保 管 容 器 の 作 用 に つ い て 説 明 す る 。 内 視 鏡 ホ ル ダ ３ ２ を 使 用
す る 際 に は 、 内 視 鏡 ホ ル ダ ３ ２ の 蓋 体 部 ３ ４ を 本 体 部 ３ ６ か ら 取 り 外 す 。 そ し て 、 内 視 鏡
１ ２ の 挿 入 部 １ ４ を 切 欠 部 ４ ０ に 嵌 入 し て （ 図 １ （ Ａ ） 矢 印 Ｂ 参 照 ） 、 隔 壁 部 ３ ８ に よ っ
て 内 視 鏡 １ ２ を 保 持 す る 。 内 視 鏡 １ ２ は 本 体 部 ３ ６ の 外 壁 及 び 蓋 体 部 ３ ４ に は 接 触 せ ず 、
ま た 、 内 視 鏡 １ ２ の 表 面 処 理 部 ３ ０ は 内 視 鏡 ホ ル ダ ３ ２ の 透 過 部 ４ ４ に 対 向 す る 。 続 い て
、 内 視 鏡 ホ ル ダ ３ ２ の 蓋 体 部 ３ ４ を 本 体 部 ３ ６ に 載 置 し て （ 図 １ （ Ａ ） 矢 印 Ｃ 参 照 ） 、 内
視 鏡 ホ ル ダ ３ ２ の 内 部 空 間 に 内 視 鏡 １ ２ を 収 容 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 こ の 状 態 で 内 視 鏡 ホ ル ダ ３ ２ を 滅 菌 す る 。 オ ー ト ク レ ー ブ 滅 菌 を 行 う 場 合 に は 、 内 視 鏡
ホ ル ダ ３ ２ は 高 圧 蒸 気 に よ っ て 滅 菌 さ れ る 。 こ の 高 圧 蒸 気 は 連 通 孔 ４ ２ を 介 し て 内 視 鏡 ホ
ル ダ ３ ２ の 内 部 空 間 に 供 給 さ れ る 。 こ の 結 果 、 内 部 空 間 及 び 内 部 空 間 に 収 容 さ れ て い る 内
視 鏡 １ ２ が 滅 菌 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ の よ う に 内 視 鏡 ホ ル ダ ３ ２ 及 び 内 視 鏡 １ ２ を 滅 菌 し た 後 、 内 視 鏡 １ ２ の 表 面 処 理 部 ３
０ に 紫 外 線 を 照 射 す る 。 本 実 施 形 態 で は 、 図 ２ （ Ａ ） に 示 さ れ る よ う に 、 内 視 鏡 ホ ル ダ ３
２ の 透 過 部 ４ ４ が 紫 外 線 ラ ン プ ８ ０ に 対 向 す る よ う に 、 机 ８ ２ 上 に 内 視 鏡 ホ ル ダ ３ ２ を 配
置 す る 。 紫 外 線 ラ ン プ ８ ０ か ら の 紫 外 線 は 、 透 過 部 ４ ４ を 透 過 し て 表 面 処 理 部 ３ ０ に 照 射
さ れ る 。 こ の 結 果 、 内 視 鏡 １ ２ の 表 面 処 理 部 ３ ０ は 親 水 性 を 発 揮 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま た 、 複 数 の 内 視 鏡 １ ２ に 紫 外 線 を 照 射 す る 場 合 に は 、 図 ２ （ Ｂ ） に 示 さ れ る よ う に 、
細 長 い 紫 外 線 ラ ン プ ８ ０ を 用 い る こ と が 好 ま し い 。 こ の 場 合 、 内 視 鏡 ホ ル ダ ３ ２ の 長 手 方
向 が 互 い に ほ ぼ 平 行 に な り 、 か つ 、 そ れ ら の 透 過 部 ４ ４ が 紫 外 線 ラ ン プ ８ ０ 側 に 向 く よ う
に 、 複 数 の 内 視 鏡 ホ ル ダ ３ ２ を 並 べ て 配 置 す る 。 こ の よ う に し て 、 複 数 の 内 視 鏡 １ ２ の 表
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面 処 理 部 ３ ０ に 同 時 に 紫 外 線 を 照 射 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 こ の よ う な 紫 外 線 照 射 作 業 に お い て は 、 内 視 鏡 ホ ル ダ ３ ２ の 内 部 空 間 は 滅 菌 状 態 に 維 持
さ れ る た め 、 内 部 空 間 に 収 容 さ れ て い る 内 視 鏡 １ ２ も 滅 菌 状 態 に 維 持 さ れ る 。 内 視 鏡 １ ２
を 使 用 す る 際 に は 、 内 視 鏡 ホ ル ダ ３ ２ の 蓋 体 部 ３ ４ を 本 体 部 ３ ６ か ら 取 り 外 す 。 そ し て 、
清 潔 な 操 作 者 が 内 視 鏡 １ ２ を 内 視 鏡 ホ ル ダ ３ ２ か ら 取 り 出 す 。 こ の 後 、 内 視 鏡 １ ２ を 体 腔
内 に 挿 入 し 、 体 腔 内 の 観 察 を 行 う 。 体 腔 内 は 体 腔 外 よ り も 温 度 、 湿 度 が 高 く な っ て い る が
、 内 視 鏡 １ ２ の 対 物 レ ン ズ ２ ０ の 外 表 面 の 表 面 処 理 部 ３ ０ は 親 水 性 を 発 揮 し 、 濡 れ 性 が 増
大 さ れ て い る た め 、 対 物 レ ン ズ ２ ０ の 外 表 面 が 曇 る の が 防 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 従 っ て 、 本 実 施 形 態 の 内 視 鏡 保 管 容 器 は 次 の 効 果 を 奏 す る 。 本 実 施 形 態 で は 、 滅 菌 さ れ
た 内 視 鏡 ホ ル ダ ３ ２ の 内 部 空 間 に 内 視 鏡 １ ２ を 収 容 し て 、 内 視 鏡 １ ２ の 滅 菌 状 態 を 維 持 し
て い る 。 そ し て 、 内 視 鏡 １ ２ の 表 面 処 理 部 ３ ０ と 対 向 す る よ う に 内 視 鏡 ホ ル ダ ３ ２ に 配 設
さ れ て い る 透 過 部 ４ ４ を 介 し て 、 内 視 鏡 ホ ル ダ ３ ２ の 外 部 か ら 内 部 空 間 へ と 紫 外 線 を 透 過
し て 紫 外 線 を 表 面 処 理 部 ３ ０ に 照 射 し て い る 。 こ の た め 、 内 視 鏡 １ ２ を 滅 菌 状 態 に 維 持 し
つ つ 紫 外 線 照 射 作 業 を 行 う こ と が 容 易 に 可 能 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ま た 、 内 視 鏡 ホ ル ダ ３ ２ に 内 視 鏡 １ ２ を 収 容 し て 保 持 し 、 内 視 鏡 ホ ル ダ ３ ２ を 滅 菌 し て
い る 。 こ の 際 、 滅 菌 に 使 用 す る 滅 菌 媒 体 は 連 通 孔 ４ ２ を 介 し て 内 視 鏡 ホ ル ダ ３ ２ の 内 部 空
間 に 供 給 さ れ 、 内 部 空 間 に 収 容 さ れ て い る 内 視 鏡 １ ２ が 滅 菌 さ れ て い る 。 即 ち 、 内 視 鏡 ホ
ル ダ ３ ２ に 内 視 鏡 １ ２ を 収 容 し 保 持 し た 状 態 で 内 視 鏡 １ ２ を 滅 菌 す る こ と が 可 能 と な っ て
い る 。 内 視 鏡 １ ２ と 内 視 鏡 ホ ル ダ ３ ２ と を 滅 菌 し た 後 に 内 視 鏡 ホ ル ダ ３ ２ に 内 視 鏡 １ ２ を
収 容 す る 場 合 に は 、 清 潔 な 操 作 者 が 収 容 作 業 を 行 う 必 要 が あ る 等 、 収 容 作 業 が 面 倒 な も の
と な る が 、 本 実 施 形 態 で は か か る 作 業 を 省 略 す る こ と が 可 能 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 そ し て 、 複 数 の 内 視 鏡 １ ２ に 紫 外 線 を 照 射 す る 場 合 に は 、 細 長 い 紫 外 線 ラ ン プ ８ ０ を 用
い 、 内 視 鏡 ホ ル ダ ３ ２ の 長 手 方 向 が 互 い に ほ ぼ 平 行 に な り 、 か つ 、 そ れ ら の 透 過 部 ４ ４ が
紫 外 線 ラ ン プ ８ ０ 側 に 向 く よ う に 、 複 数 の 内 視 鏡 ホ ル ダ ３ ２ を 並 べ て 配 置 し て い る 。 こ の
よ う な 配 置 と す る こ と に よ り 、 複 数 の 内 視 鏡 １ ２ に 同 時 に 紫 外 線 を 照 射 す る こ と が で き る
た め 、 紫 外 線 照 射 を 効 率 的 に 行 う こ と が 可 能 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 本 実 施 形 態 で は 、 通 光 部 と し て 光 を 透 過 さ せ る 透 過 部 を 用 い て い る 。 代 わ っ て 、 内 視 鏡
ホ ル ダ の 先 端 壁 を 貫 通 す る 単 一 あ る い は 複 数 の 貫 通 孔 に よ っ て 通 光 部 を 形 成 し て も よ い 。
複 数 の 貫 通 孔 に よ っ て 通 光 部 を 形 成 す る 場 合 に は 、 メ ッ シ ュ 状 の 通 光 部 に し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 ３ は 、 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 を 示 す 。 第 １ 実 施 形 態 と 同 様 な 機 能 を 有 す る 構 成 に は 、
同 一 の 参 照 符 号 を 付 し て 説 明 を 省 略 す る 。 本 実 施 形 態 で 用 い ら れ る 内 視 鏡 は 、 第 １ 実 施 形
態 の 内 視 鏡 １ ２ （ 図 １ 参 照 ） の 外 表 面 の 全 体 に 表 面 処 理 部 を 形 成 し た も の で あ る 。 ま た 、
本 実 施 形 態 で 用 い ら れ る 内 視 鏡 ホ ル ダ ３ ２ は 、 図 ３ に 示 さ れ る よ う に 、 第 １ 実 施 形 態 の 内
視 鏡 ホ ル ダ ３ ２ の 全 体 を 透 光 性 材 料 で 形 成 し て 透 過 部 ４ ４ と し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 次 に 、 本 実 施 形 態 の 内 視 鏡 保 管 容 器 の 作 用 に つ い て 説 明 す る 。 内 視 鏡 に 紫 外 線 を 照 射 す
る 際 に は 、 内 視 鏡 ホ ル ダ ３ ２ の 全 体 の 透 過 部 ４ ４ を 介 し て 、 内 視 鏡 の 全 体 に 紫 外 線 を 照 射
す る 。 こ の 結 果 、 対 物 レ ン ズ 及 び 接 眼 レ ン ズ の 外 表 面 の 表 面 処 理 部 が 親 水 性 を 発 揮 し て 防
曇 効 果 を 奏 す る と 共 に 、 内 視 鏡 の 全 体 が 紫 外 線 に よ っ て 殺 菌 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 従 っ て 、 本 実 施 形 態 の 内 視 鏡 保 管 容 器 は 次 の 効 果 を 奏 す る 。 本 実 施 形 態 で は 、 内 視 鏡 の
外 表 面 の 全 体 に 表 面 処 理 部 を 形 成 し 、 内 視 鏡 ホ ル ダ ３ ２ の 全 体 を 透 過 部 ４ ４ と し て い る 。
こ の た め 、 内 視 鏡 の 全 体 に 紫 外 線 を 照 射 し て 、 内 視 鏡 の 全 体 を 殺 菌 す る こ と が 可 能 と な っ
て い る 。
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【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 ４ は 、 本 発 明 の 第 ３ 実 施 形 態 を 示 す 。 第 １ 実 施 形 態 と 同 様 な 機 能 を 有 す る 構 成 に は 、
同 一 の 参 照 符 号 を 付 し て 説 明 を 省 略 す る 。 図 ４ に 示 さ れ る よ う に 、 本 実 施 形 態 で 用 い ら れ
る 内 視 鏡 １ ２ は 、 第 １ 実 施 形 態 と 同 様 の 光 学 式 の 硬 性 鏡 で あ る 。 本 実 施 形 態 の 内 視 鏡 保 管
容 器 は 、 内 視 鏡 １ ２ を 包 ん で 収 容 す る 滅 菌 可 能 な ピ ー ル パ ッ ク ４ ６ で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 こ の ピ ー ル パ ッ ク ４ ６ は 、 帯 状 の ビ ニ ー ル 部 ４ ８ と ペ ー パ ー 部 ５ ０ と を 有 す る 。 ビ ニ ー
ル 部 ４ ８ と ペ ー パ ー 部 ５ ０ と は 互 い に ほ ぼ 同 じ 幅 を 有 し 、 ビ ニ ー ル 部 ４ ８ は ペ ー パ ー 部 ５
０ よ り も 長 く な っ て い る 。 そ し て 、 ビ ニ ー ル 部 ４ ８ と ペ ー パ ー 部 ５ ０ と は 互 い に 重 ね 合 わ
さ れ て お り 、 ビ ニ ー ル 部 ４ ８ の 両 端 側 は 折 り 返 さ れ て お り 、 ビ ニ ー ル 部 ４ ８ の 両 端 部 は ペ
ー パ ー 部 ５ ０ の 両 端 部 に 剥 離 不 能 に 貼 り 合 わ さ れ て い る 。 即 ち 、 ピ ー ル パ ッ ク ４ ６ の 両 端
部 で は ビ ニ ー ル 部 ４ ８ が 重 ね 合 わ さ れ て い る 。 さ ら に 、 ピ ー ル パ ッ ク ４ ６ の 一 側 端 部 は 、
剥 離 不 能 に 貼 り 合 わ さ れ て 閉 側 端 部 ５ ２ を 形 成 し て い る 。 一 方 、 ピ ー ル パ ッ ク ４ ６ の 他 側
端 部 は 開 口 さ れ た 開 側 端 部 ５ ４ を 形 成 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 こ こ で 、 ビ ニ ー ル 部 ４ ８ と ペ ー パ ー 部 ５ ０ と が 重 ね 合 わ さ れ て い る 部 分 、 又 は 、 ビ ニ ー
ル 部 ４ ８ が 二 重 に な っ て い る 部 分 を ヒ ー ト シ ー ル す る こ と に よ り 、 剥 離 可 能 な シ ー ム を 形
成 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 内 視 鏡 １ ２ は 、 そ の 長 手 方 向 が ピ ー ル パ ッ ク ４ ６ の 長 手 方 向 に ほ ぼ 一 致 す る よ う に ピ ー
ル パ ッ ク ４ ６ に 収 容 可 能 で あ る 。 内 視 鏡 １ ２ を ピ ー ル パ ッ ク ４ ６ に 収 容 し た 場 合 に は 、 内
視 鏡 １ ２ の 先 端 部 の 表 面 処 理 部 ３ ０ は ピ ー ル パ ッ ク ４ ６ の 端 部 の ビ ニ ー ル 部 ４ ８ に 対 向 す
る こ と と な る 。 こ こ で 、 ビ ニ ー ル 部 ４ ８ は 紫 外 線 を 透 過 す る 透 光 性 材 料 で 形 成 さ れ て お り
、 ピ ー ル パ ッ ク ４ ６ の 両 端 部 の ビ ニ ー ル 部 ４ ８ に よ っ て 、 紫 外 線 を 透 過 す る 透 過 部 ４ ４ が
形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 次 に 、 本 実 施 形 態 の 内 視 鏡 保 管 容 器 の 作 用 に つ い て 説 明 す る 。 ピ ー ル パ ッ ク ４ ６ を 使 用
す る 際 に は 、 内 視 鏡 １ ２ と ピ ー ル パ ッ ク ４ ６ と を 滅 菌 す る 。 そ し て 、 清 潔 な 操 作 者 が 、 内
視 鏡 １ ２ を そ の 長 手 方 向 が ピ ー ル パ ッ ク ４ ６ の 長 手 方 向 に ほ ぼ 一 致 す る よ う に 、 ピ ー ル パ
ッ ク ４ ６ の 開 側 端 部 ５ ４ か ら ビ ニ ー ル 部 ４ ８ と ペ ー パ ー 部 ５ ０ と の 間 に 内 視 鏡 １ ２ を 収 容
す る （ 図 ４ 矢 印 Ｄ 参 照 ） 。 こ の 結 果 、 内 視 鏡 １ ２ の 先 端 部 の 表 面 処 理 部 ３ ０ は ピ ー ル パ ッ
ク ４ ６ の 端 部 の ビ ニ ー ル 部 ４ ８ に 対 向 す る 。 こ の 後 、 ピ ー ル パ ッ ク ４ ６ の 開 側 端 部 ５ ４ を
ヒ ー ト シ ー ル し て 、 剥 離 可 能 な シ ー ム を 形 成 し 、 内 視 鏡 １ ２ を 密 閉 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 こ の 状 態 で 、 内 視 鏡 １ ２ の 表 面 処 理 部 ３ ０ に 紫 外 線 を 照 射 す る 。 例 え ば 、 第 1実 施 形 態
と 同 様 に 、 ピ ー ル パ ッ ク ４ ６ の 透 過 部 ４ ４ を 介 し て 内 視 鏡 １ ２ の 表 面 処 理 部 ３ ０ が 紫 外 線
ラ ン プ ８ ０ に 対 向 す る よ う に 、 ピ ー ル パ ッ ク ４ ６ に 密 閉 さ れ て い る 内 視 鏡 １ ２ を 机 ８ ２ 上
に 配 置 す る 。 紫 外 線 ラ ン プ ８ ０ か ら の 紫 外 線 は 、 透 過 部 ４ ４ を 介 し て 表 面 処 理 部 ３ ０ に 照
射 さ れ 、 表 面 処 理 部 ３ ０ は 親 水 性 を 発 揮 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 こ の よ う な 紫 外 線 照 射 作 業 に お い て は 、 内 視 鏡 １ ２ は ピ ー ル パ ッ ク ４ ６ の 内 部 に 密 閉 さ
れ て い る た め 、 滅 菌 状 態 に 維 持 さ れ る 。 内 視 鏡 １ ２ を 使 用 す る 際 に は 、 剥 離 可 能 な シ ー ム
を 開 い て 、 清 潔 な 操 作 者 が 内 視 鏡 １ ２ を ピ ー ル パ ッ ク ４ ６ か ら 取 り 出 す 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 従 っ て 、 本 実 施 形 態 の 内 視 鏡 保 管 容 器 は 次 の 効 果 を 奏 す る 。 ピ ー ル パ ッ ク ４ ６ の 一 端 部
の み に 透 過 部 ４ ４ が 形 成 さ れ て い る 場 合 に は 、 内 視 鏡 １ ２ を ピ ー ル パ ッ ク ４ ６ に 収 容 す る
際 に 、 内 視 鏡 １ ２ の 先 端 部 の 表 面 処 理 部 ３ ０ が 透 過 部 ４ ４ 側 に 配 置 さ れ る よ う に 注 意 す る
必 要 が あ る 。 本 実 施 形 態 の ピ ー ル パ ッ ク ４ ６ で は 、 両 端 部 に 透 過 部 ４ ４ が 形 成 さ れ て い る
た め か か る 注 意 を 払 う 必 要 が な く 、 内 視 鏡 １ ２ の 収 容 操 作 が 簡 単 な も の と な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
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　 以 下 、 本 発 明 の 第 ３ 実 施 形 態 の 第 １ 変 形 例 を 説 明 す る 。 第 ３ 実 施 形 態 と 同 様 な 機 能 を 有
す る 構 成 に は 、 同 一 の 参 照 符 号 を 付 し て 説 明 を 省 略 す る 。 本 変 形 例 の 内 視 鏡 は 、 第 ２ 実 施
形 態 と 同 様 、 外 表 面 の 全 体 に 表 面 処 理 部 を 形 成 し た も の で あ る 。 ま た 、 本 変 形 例 の ピ ー ル
パ ッ ク は 、 第 ３ 実 施 形 態 と 同 様 の 形 状 を 有 す る が 、 そ の 全 体 が 透 光 性 材 料 で 形 成 さ れ て お
り 、 ピ ー ル バ ッ ク の 全 体 が 透 過 部 と な っ て い る 。 本 変 形 例 で は 、 第 ２ 実 施 形 態 と 同 様 に 、
内 視 鏡 の 全 体 に 紫 外 線 を 照 射 し て 、 内 視 鏡 の 全 体 を 殺 菌 す る こ と が 可 能 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 図 ５ は 、 本 発 明 の 第 ３ 実 施 形 態 の 第 ２ 変 形 例 を 示 す 。 第 ３ 実 施 形 態 と 同 様 な 機 能 を 有 す
る 構 成 に は 、 同 一 の 参 照 符 号 を 付 し て 説 明 を 省 略 す る 。 本 実 施 形 態 の ピ ー ル パ ッ ク ４ ６ で
は 、 ビ ニ ー ル 部 ４ ８ と ペ ー パ ー 部 ５ ０ と は 、 互 い に 重 ね 合 わ さ れ て 基 端 部 が ア ラ イ ン メ ン
ト さ れ て い る 。 そ し て 、 ビ ニ ー ル 部 ４ ８ の 先 端 側 は 折 り 返 さ れ て お り 、 ビ ニ ー ル 部 ４ ８ の
先 端 部 は ペ ー パ ー 部 ５ ０ の 先 端 部 に 剥 離 不 能 に 貼 り 合 わ さ れ て い る 。 即 ち 、 ピ ー ル パ ッ ク
４ ６ の 先 端 部 で は ビ ニ ー ル 部 ４ ８ が 重 ね 合 わ さ れ て お り 、 紫 外 線 を 透 過 す る 透 過 部 ４ ４ が
形 成 さ れ て い る 。 そ し て 、 ピ ー ル パ ッ ク ４ ６ の 両 側 端 部 は 剥 離 不 能 に 貼 り 合 わ さ れ て 閉 側
端 部 ５ ２ を 形 成 し て お り 、 ピ ー ル パ ッ ク ４ ６ の 基 端 部 は 開 端 部 ５ ６ を 形 成 し て い る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 内 視 鏡 １ ２ は 、 開 端 部 ５ ６ か ら 挿 入 す る こ と に よ り ピ ー ル パ ッ ク ４ ６ に 収 容 可 能 と な っ
て い る （ 図 ５ 矢 印 Ｅ 参 照 ） 。 内 視 鏡 １ ２ を ピ ー ル パ ッ ク ４ ６ に 収 容 し た 場 合 に は 、 内 視 鏡
１ ２ の 先 端 部 の 表 面 処 理 部 ３ ０ は ピ ー ル パ ッ ク ４ ６ の 先 端 部 の 透 過 部 ４ ４ に 対 向 す る こ と
と な る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 図 ６ は 、 本 発 明 の 第 ４ 実 施 形 態 を 示 す 。 第 １ 実 施 形 態 と 同 様 な 機 能 を 有 す る 構 成 に は 、
同 一 の 参 照 符 号 を 付 し て 説 明 を 省 略 す る 。 図 ６ （ Ａ ） に 示 さ れ る よ う に 、 本 実 施 形 態 で は
、 内 視 鏡 保 管 容 器 に 保 管 さ れ る 内 視 鏡 １ ２ と し て 、 電 子 式 の 軟 性 鏡 を 用 い て い る 。 こ の 内
視 鏡 １ ２ は 体 腔 内 に 挿 入 さ れ る 細 長 い 挿 入 部 １ ４ を 有 す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 図 ６ （ Ｂ ） に 示 さ れ る よ う に 、 挿 入 部 １ ４ の 先 端 部 に は 、 観 察 光 学 系 の 対 物 レ ン ズ ２ ０
が 配 設 さ れ て い る 。 こ の 対 物 レ ン ズ ２ ０ の 先 端 面 に は カ バ ー ガ ラ ス ５ ８ が 覆 設 さ れ て い る
。 こ の カ バ ー ガ ラ ス ５ ８ の 先 端 面 は 外 部 に 露 出 し 、 第 １ 実 施 形 態 の 表 面 処 理 部 ３ ０ と 同 様
な 表 面 処 理 部 ３ ０ が 形 成 さ れ て い る 。 一 方 、 対 物 レ ン ズ ２ ０ の 後 端 側 に は 、 観 察 画 像 を 撮
像 す る た め の 撮 像 素 子 、 例 え ば Ｃ Ｃ Ｄ ６ ０ が 配 設 さ れ て い る 。 こ の Ｃ Ｃ Ｄ ６ ０ か ら 、 画 像
信 号 を 伝 送 す る た め の 図 示 し な い リ ー ド 線 が 後 端 側 へ と 延 出 さ れ 、 挿 入 部 １ ４ へ と 挿 通 さ
れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 ま た 、 照 明 光 学 系 の ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ バ ６ ２ が 、 観 察 光 学 系 に 並 設 さ れ て い る 。 こ の
ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ バ ６ ２ の 先 端 部 は 、 先 端 構 成 部 材 ２ ４ に 形 成 さ れ て い る 照 明 用 貫 通 孔
６ ３ に 挿 通 さ れ 固 定 さ れ て い る 。 ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ バ ６ ２ の 先 端 面 は 先 端 構 成 部 材 ２ ４
の 先 端 面 と ほ ぼ 同 一 平 面 で あ り 、 外 部 に 露 出 し て い る 。 こ の ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ バ ６ ２ の
先 端 面 に は 、 第 １ 実 施 形 態 の 表 面 処 理 部 ３ ０ と 同 様 な 表 面 処 理 部 ３ ０ が 形 成 さ れ て い る 。
そ し て 、 ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ バ ６ ２ は 、 先 端 構 成 部 材 ２ ４ か ら 後 端 側 へ と 延 出 さ れ 、 挿 入
部 １ ４ へ と 挿 通 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 再 び 図 ６ （ Ａ ） を 参 照 し 、 挿 入 部 １ ４ の 基 端 部 か ら ユ ニ バ ー サ ル コ ー ド ６ ４ が 延 出 さ れ
て い る 。 こ の ユ ニ バ ー サ ル コ ー ド ６ ４ に は 観 察 光 学 系 の リ ー ド 線 と 照 明 光 学 系 の ラ イ ト ガ
イ ド フ ァ イ バ ６ ２ （ 図 ６ （ Ｂ ） 参 照 ） と が 挿 通 さ れ て い る 。 リ ー ド 線 及 び ラ イ ト ガ イ ド フ
ァ イ バ ６ ２ （ 図 ６ （ Ｂ ） 参 照 ） は 、 夫 々 、 ユ ニ バ ー サ ル コ ー ド ６ ４ の 延 出 端 部 に 配 設 さ れ
て い る コ ネ ク タ 部 ６ ６ の 電 気 コ ネ ク タ 及 び 光 コ ネ ク タ に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 図 ６ （ Ａ ） に 示 さ れ る よ う に 、 本 実 施 形 態 の 内 視 鏡 保 管 容 器 は 、 内 視 鏡 １ ２ を 収 納 し た
状 態 で 運 搬 可 能 な 滅 菌 可 能 な キ ャ リ ン グ ケ ー ス ６ ８ で あ る 。 こ の キ ャ リ ン グ ケ ー ス ６ ８ は
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、 い わ ゆ る ア タ ッ シ ュ ケ ー ス と 同 様 な 構 成 を 有 し て い る 。 即 ち 、 キ ャ リ ン グ ケ ー ス ６ ８ は
、 ほ ぼ 直 方 体 の 容 体 ７ ０ と 、 こ の 容 体 ７ ０ に 載 置 さ れ る ほ ぼ 直 方 体 の 蓋 体 ７ ２ と を 有 す る
。 こ れ ら 容 体 ７ ０ と 蓋 体 ７ ２ と は 、 容 体 ７ ０ に 蓋 体 ７ ２ が 載 置 さ れ た 場 合 に 互 い に 対 面 す
る 第 1及 び 第 ２ の 開 口 面 ７ ４ ａ ， ７ ４ ｂ を 有 す る 。 そ し て 、 容 体 ７ ０ と 蓋 体 ７ ２ と は 、 第 1
及 び 第 ２ の 開 口 面 ７ ４ ａ ， ７ ４ ｂ の 互 い に 対 応 す る 一 辺 に お い て 蝶 番 に よ り 接 続 さ れ 、 開
閉 自 在 と な っ て い る 。 ま た 、 容 体 ７ ０ の 、 蝶 番 が 配 設 さ れ て い る 面 と は 反 対 側 の 面 に は 、
キ ャ リ ン グ ケ ー ス ６ ８ を 運 搬 す る と き に 把 持 さ れ る 取 手 ７ ６ が 配 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 容 体 ７ ０ の 第 1の 開 口 面 ７ ４ ａ 及 び 蓋 体 ７ ２ の 第 ２ の 開 口 面 ７ ４ ｂ に は 、 内 視 鏡 １ ２ を
収 納 す る 収 納 空 間 を 形 成 す る 第 1及 び 第 ２ の 収 納 溝 ７ ８ ａ ， ７ ８ ｂ か 形 成 さ れ て い る 。 こ
れ ら 第 1及 び 第 ２ の 収 納 溝 ７ ８ ａ ， ７ ８ ｂ は 、 収 納 さ れ る 内 視 鏡 １ ２ の 各 部 分 が 嵌 合 さ れ
る よ う な 形 状 を 有 す る 。 即 ち 、 容 体 ７ ０ と 蓋 体 ７ ２ と は 、 内 視 鏡 １ ２ を 収 納 し て キ ャ リ ン
グ ケ ー ス ６ ８ を 運 搬 す る 際 に は 内 視 鏡 １ ２ が 動 か な い よ う に 内 視 鏡 １ ２ を 保 持 す る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 こ こ で 、 第 1及 び 第 ２ の 収 納 溝 ７ ８ ａ ， ７ ８ ｂ は 、 収 納 さ れ た 内 視 鏡 １ ２ の 先 端 部 が 容
体 ７ ０ の 外 面 の 近 傍 に 配 置 さ れ る よ う に 形 成 さ れ て い る 。 そ し て 、 容 体 ７ ０ に は 、 容 体 ７
０ の 外 部 か ら 内 部 へ と 紫 外 線 を 透 過 す る 透 過 部 ４ ４ が 配 設 さ れ て い る 。 こ の 透 過 部 ４ ４ は
、 内 視 鏡 １ ２ が 容 体 ７ ０ に 収 納 さ れ た 場 合 に 、 内 視 鏡 １ ２ の 表 面 処 理 部 ３ ０ に 対 向 す る よ
う に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 次 に 、 本 実 施 形 態 の 内 視 鏡 保 管 容 器 の 作 用 に つ い て 説 明 す る 。 キ ャ リ ン グ ケ ー ス ６ ８ を
使 用 す る 際 に は 、 内 視 鏡 １ ２ と キ ャ リ ン グ ケ ー ス ６ ８ と を 滅 菌 す る 。 な お 、 キ ャ リ ン グ ケ
ー ス ６ ８ は 開 状 態 で 滅 菌 す る 。 そ し て 、 清 潔 な 操 作 者 が 内 視 鏡 １ ２ を キ ャ リ ン グ ケ ー ス ６
８ に 収 納 す る 。 即 ち 、 内 視 鏡 １ ２ を 容 体 ７ ０ の 第 1の 収 納 溝 ７ ８ ａ に 嵌 入 し （ 図 ６ （ Ａ ）
矢 印 Ｆ 参 照 ） 、 キ ャ リ ン グ ケ ー ス ６ ８ を 閉 じ て 内 視 鏡 １ ２ を 蓋 体 ７ ２ の 第 ２ の 収 納 溝 ７ ８
ｂ に 嵌 入 し 、 容 体 ７ ０ と 蓋 体 ７ ２ と に よ っ て 内 視 鏡 １ ２ を 動 か な い よ う に 保 持 す る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 こ の 後 、 内 視 鏡 １ ２ に 紫 外 線 を 照 射 す る 設 備 の あ る 場 所 へ 、 キ ャ リ ン グ ケ ー ス ６ ８ を 運
搬 す る 。 そ し て 、 キ ャ リ ン グ ケ ー ス ６ ８ の 透 過 部 ４ ４ を 介 し て 内 視 鏡 １ ２ の 表 面 処 理 部 ３
０ に 紫 外 線 を 照 射 す る 。 こ の 結 果 、 表 面 処 理 部 ３ ０ は 親 水 性 を 発 揮 す る 。 こ の よ う な 紫 外
線 照 射 作 業 に お い て は 、 内 視 鏡 １ ２ は キ ャ リ ン グ ケ ー ス ６ ８ に 収 納 さ れ て い る た め 、 滅 菌
状 態 に 維 持 さ れ る 。 こ の 後 、 内 視 鏡 １ ２ を 使 用 す る ま で 、 キ ャ リ ン グ ケ ー ス ６ ８ に 内 視 鏡
１ ２ を 収 納 し て お く 。 内 視 鏡 １ ２ を 使 用 す る 際 に は 、 キ ャ リ ン グ ケ ー ス ６ ８ を 内 視 鏡 １ ２
を 使 用 す る 場 所 ま で 運 搬 す る 。 そ し て 、 キ ャ リ ン グ ケ ー ス ６ ８ を 開 状 態 と し 、 清 潔 な 操 作
者 が 内 視 鏡 １ ２ を キ ャ リ ン グ ケ ー ス ６ ８ か ら 取 り 出 し て 使 用 す る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 従 っ て 、 本 実 施 形 態 の 内 視 鏡 保 管 容 器 は 次 の 効 果 を 奏 す る 。 本 実 施 形 態 で は 、 内 視 鏡 １
２ を 滅 菌 状 態 で 収 容 す る と 共 に 内 視 鏡 １ ２ の 表 面 処 理 部 ３ ０ に 紫 外 線 を 照 射 可 能 な 内 視 鏡
保 管 容 器 と し て 、 キ ャ リ ン グ ケ ー ス ６ ８ を 用 い て い る 。 こ の た め 、 滅 菌 設 備 、 紫 外 線 照 射
設 備 、 手 術 設 備 が 異 な っ た 場 所 に あ る 場 合 で あ っ て も 、 滅 菌 状 態 を 維 持 し つ つ 、 内 視 鏡 １
２ を 容 易 に 運 搬 す る こ と が 可 能 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 な お 、 表 面 処 理 部 が 形 成 さ れ る 部 分 は 、 第 1乃 至 第 ４ 実 施 形 態 で 述 べ た 形 態 に 限 定 さ れ
な い 。 例 え ば 、 照 明 光 学 系 の 照 明 レ ン ズ の 先 端 面 に 表 面 処 理 部 を 形 成 し て も よ く 、 照 明 レ
ン ズ に カ バ ー ガ ラ ス を 配 設 す る 場 合 に は カ バ ー ガ ラ ス の 先 端 面 に 表 面 処 理 部 を 形 成 し て も
よ い 。 こ れ ら 照 明 レ ン ズ 、 カ バ ー ガ ラ ス の 先 端 面 が 内 視 鏡 の 挿 入 部 の 先 端 面 に 配 設 さ れ て
い る 場 合 に は 、 上 述 し た 第 １ 乃 至 第 ４ 実 施 形 態 の 内 視 鏡 保 管 容 器 を そ の ま ま 用 い る こ と が
可 能 で あ る 。 ま た 、 外 部 に 露 出 さ れ て い る 接 眼 レ ン ズ の 外 表 面 に 表 面 処 理 部 を 形 成 し て も
よ い 。 こ の 場 合 に は 、 第 ２ 実 施 形 態 、 並 び に 、 第 ３ 実 施 形 態 及 び そ の 第 １ 変 形 例 の 内 視 鏡
保 管 容 器 を そ の ま ま 用 い る こ と が 可 能 で あ る 。

10

20

30

40

50

(8) JP 2006-87514 A 2006.4.6



【 ０ ０ ５ ３ 】
　 次 に 、 本 出 願 の 他 の 特 徴 的 な 技 術 事 項 を 下 記 の 通 り 付 記 す る 。 　
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 記 　
（ 付 記 項 １ ） 前 記 収 容 部 は 、 前 記 内 視 鏡 を 内 部 空 間 に 収 容 し 保 持 す る 内 視 鏡 ホ ル ダ を 有 し
、 前 記 内 視 鏡 ホ ル ダ は 、 滅 菌 可 能 で あ り 、 前 記 通 光 部 と 、 滅 菌 に 使 用 さ れ る 滅 菌 媒 体 を 外
部 か ら 前 記 内 部 空 間 へ と 供 給 す る 連 通 孔 と 、 を 有 す る 、 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ の 内 視
鏡 保 管 容 器 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 そ し て 、 本 付 記 項 １ の 発 明 で は 、 内 視 鏡 を 内 視 鏡 ホ ル ダ の 内 部 空 間 に 収 容 し て 保 持 し 、
内 視 鏡 を 収 容 し て 保 持 し た 状 態 で 内 視 鏡 ホ ル ダ を 滅 菌 媒 体 に よ っ て 滅 菌 し て 、 連 通 孔 を 介
し て 滅 菌 媒 体 を 収 容 空 間 に 供 給 す る こ と に よ り 内 視 鏡 を 滅 菌 す る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
（ 付 記 項 ２ ） 前 記 表 面 処 理 部 は 、 前 記 内 視 鏡 の 外 表 面 の ほ ぼ 全 体 に 形 成 さ れ て お り 、 前 記
通 光 部 は 、 紫 外 線 を 透 過 す る 透 過 部 を 有 し 、 前 記 透 過 部 は 、 前 記 内 視 鏡 ホ ル ダ の ほ ぼ 全 体
に 形 成 さ れ て い る 、 こ と を 特 徴 と す る 付 記 項 １ の 内 視 鏡 保 管 容 器 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 そ し て 、 本 付 記 項 ２ の 発 明 で は 、 内 視 鏡 ホ ル ダ の ほ ぼ 全 体 に 形 成 さ れ て い る 透 過 部 を 介
し て 内 視 鏡 の 外 表 面 の ほ ぼ 全 体 に 形 成 さ れ て い る 表 面 処 理 部 に 紫 外 線 を 照 射 し 、 内 視 鏡 を
殺 菌 す る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
（ 付 記 項 ３ ） 前 記 収 容 部 は 、 前 記 内 視 鏡 を 包 ん で 収 容 す る ピ ー ル パ ッ ク を 有 し 、 前 記 ピ ー
ル パ ッ ク は 、 滅 菌 可 能 で あ り 、 ヒ ー ト シ ー ル に よ っ て 前 記 内 視 鏡 を 密 閉 可 能 な ビ ニ ー ル 部
を 有 し 、 前 記 ビ ニ ー ル 部 は 、 紫 外 線 を 透 過 可 能 で あ り 、 前 記 通 光 部 は 、 前 記 ビ ニ ー ル 部 に
よ っ て 形 成 さ れ 紫 外 線 を 透 過 す る 透 過 部 を 有 す る 、 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ の 内 視 鏡 保
管 容 器 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 そ し て 、 本 付 記 項 ３ の 発 明 で は 、 内 視 鏡 及 び ピ ー ル パ ッ ク を 滅 菌 し 、 内 視 鏡 を ピ ー ル パ
ッ ク に 収 容 し て ビ ニ ー ル 部 を ヒ ー ト シ ー ル し て 内 視 鏡 を 密 閉 し 、 ピ ー ル パ ッ ク に よ っ て 内
視 鏡 の 滅 菌 状 態 を 維 持 し つ つ 、 ビ ニ ー ル 部 の 透 過 部 を 介 し て 内 視 鏡 に 紫 外 線 を 照 射 す る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
（ 付 記 項 ４ ） 前 記 表 面 処 理 部 は 、 前 記 内 視 鏡 の 外 表 面 の ほ ぼ 全 体 に 形 成 さ れ て お り 、 前 記
ピ ー ル パ ッ ク の ほ ぼ 全 体 は 、 前 記 ビ ニ ー ル 部 で 形 成 さ れ て お り 、 前 記 透 過 部 は 、 前 記 ビ ニ
ー ル 部 の ほ ぼ 全 体 に よ っ て 形 成 さ れ て い る 、 こ と を 特 徴 と す る 付 記 項 ３ の 内 視 鏡 保 管 容 器
で あ る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 そ し て 、 本 付 記 項 ４ の 発 明 で は 、 ビ ニ ー ル 部 の ほ ぼ 全 体 に よ っ て 形 成 さ れ て い る 透 過 部
を 介 し て 、 内 視 鏡 の 外 表 面 の ほ ぼ 全 体 に 形 成 さ れ て い る 表 面 処 理 部 に 紫 外 線 を 照 射 し 、 内
視 鏡 を 殺 菌 す る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
（ 付 記 項 ５ ） 前 記 収 容 部 は 、 運 搬 可 能 な キ ャ リ ン グ ケ ー ス を 有 し 、 前 記 キ ャ リ ン グ ケ ー ス
は 、 前 記 内 視 鏡 が 収 納 さ れ る 収 納 空 間 と 、 前 記 通 光 部 と 、 を 有 し 、 前 記 収 納 空 間 は 、 滅 菌
可 能 で あ る 、 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ の 内 視 鏡 保 管 容 器 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 そ し て 、 本 付 記 項 ５ の 発 明 で は 、 内 視 鏡 及 び 収 納 空 間 を 滅 菌 し 、 内 視 鏡 を 収 納 空 間 に 収
納 し て 滅 菌 状 態 を 維 持 し つ つ 、 キ ャ リ ン グ ケ ー ス と 共 に 内 視 鏡 を 運 搬 す る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
（ 付 記 項 ６ ） 前 記 通 光 部 は 、 貫 通 孔 、 又 は 、 紫 外 線 を 透 過 さ せ る 透 過 部 を 有 す る 、 こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 １ 、 付 記 項 １ 、 付 記 項 ５ の い ず れ か １ の 内 視 鏡 保 管 容 器 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 そ し て 、 本 付 記 項 ６ の 発 明 で は 、 貫 通 孔 を 通 し て 、 又 は 、 透 過 部 を 透 過 さ せ る こ と に よ
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り 、 紫 外 線 が 通 光 部 を 通 過 す る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 本 発 明 は 、 内 視 鏡 を 滅 菌 状 態 に 維 持 し つ つ 内 視 鏡 へ の 紫 外 線 照 射 を 簡 単 に 行 う こ と が で
き る 、 内 視 鏡 を 滅 菌 状 態 で 保 管 す る 内 視 鏡 保 管 容 器 を 提 供 す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ６ ６ 】
【 図 １ 】 （ Ａ ） は 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 の 内 視 鏡 保 管 容 器 及 び こ の 内 視 鏡 保 管 容 器 で 保 管
さ れ る 内 視 鏡 を 示 す 斜 視 図 、 （ Ｂ ） は 同 実 施 形 態 の 内 視 鏡 保 管 容 器 で 保 管 さ れ る 内 視 鏡 の
先 端 部 を 示 す 断 面 図 。
【 図 ２ 】 （ Ａ ） は 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 の 内 視 鏡 保 管 容 器 に 保 管 さ れ て い る 内 視 鏡 に 紫 外
線 を 照 射 す る 様 子 を 示 す 断 面 図 、 （ Ｂ ） は 同 実 施 形 態 の 複 数 の 内 視 鏡 保 管 容 器 に 夫 々 保 管
さ れ て い る 複 数 の 内 視 鏡 に 同 時 に 紫 外 線 を 照 射 す る 様 子 を 示 す 斜 視 図 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 の 内 視 鏡 保 管 容 器 を 示 す 斜 視 図 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 第 ３ 実 施 形 態 の 内 視 鏡 保 管 容 器 及 び こ の 内 視 鏡 保 管 容 器 で 保 管 さ れ る 内
視 鏡 を 示 す 斜 視 図 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 第 ３ 実 施 形 態 の 第 ２ 変 形 例 の 内 視 鏡 保 管 容 器 及 び こ の 内 視 鏡 保 管 容 器 で
保 管 さ れ る 内 視 鏡 を 示 す 斜 視 図 。
【 図 ６ 】 （ Ａ ） は 本 発 明 の 第 ４ 実 施 形 態 の 内 視 鏡 保 管 容 器 及 び こ の 内 視 鏡 保 管 容 器 で 保 管
さ れ る 内 視 鏡 を 示 す 斜 視 図 、 （ Ｂ ） は 同 実 施 形 態 の 内 視 鏡 保 管 容 器 で 保 管 さ れ る 内 視 鏡 の
先 端 部 を 示 す 断 面 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 １ ２ … 内 視 鏡 、 ２ ０ ， ５ ８ ， ６ ２ … 光 学 部 材 、 ３ ０ … 表 面 処 理 部 、 ３ ２ ， ４ ６ ， ６ ８ …
収 容 部 、 ３ ２ ， ４ ６ ， ６ ８ … 内 視 鏡 保 管 容 器 、 ４ ４ … 通 光 部 。
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【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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摘要(译)

要解决的问题：提供内窥镜存储容器，其使内窥镜保持无菌状态并且便
于内窥镜的紫外线照射。解决方案：该内窥镜存储容器32包括容纳部分
32，容纳部分32容纳消毒的内窥镜12并保持无菌状态。内窥镜12具有外
表面暴露在外的光学构件20，并且在光学构件20的外表面的至少一部分
上形成表面处理部分30，该表面处理部分30在紫外线照射时显示亲水
性。容纳部分32具有光通道部分44，用于使紫外线辐射从容纳部分32的
外部通向内部。当内窥镜12容纳在容纳部分32中时，光通道部分44设置
成与表面处理部分30相对。
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